
上下水道事業検討委員会 
（第２回会議） 

平成３０年２月２３日 
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（２）第１回会議における確認事項 

 

  ① 都市計画とコンパクトシティ 
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3 （資料提供：市 都市政策推進課） 

吉部及び万倉の一部 
 地域を除く 

山口市 

山陽小野田市 

宇部市の都市計画と用途地域 
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○居住誘導区域の設定検討 ○都市機能誘導区域の設定検討 

○交通ネットワークの形成検討 
※地域公共交通網形成計画と連携 

（資料提供：市 都市政策推進課） 

宇部市のコンパクトシティ 



  ② 国土交通省の方針 

       （汚水整備の考え方） 
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② 国土交通省(汚水整備の考え方) 

・都道府県構想の見直しと１０年概成 
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国土交通省、農林水産省、環境省
が共同で 

【都道府県構想策定マニュアル】   

 を策定（平成２６年１月） 

 

⇒ 人口減少(高齢化)、経済性、 

  整備時期等を踏まえた 

「徹底的な下水道区域の見直し」   

  を要請 

        

（国土交通省の都道府県構想配布資料より引用） 

 

＜概成の目安＞ 

 汚水処理人口普及率９５％    

宇部市の普及率 

 ⇒ 90.8％ (H29.3月末) 



③ 合併浄化槽について 
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a ）浄化槽の概要 

b ）浄化槽の仕組み 

 



③ 合併浄化槽（浄化槽の概要） 
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・浄化槽の種類 

（環境省のホームページより引用） 



③ 合併浄化槽（浄化槽の仕組み） 

汚 
  ⇒ 

水 
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（環境省のホームページより引用） 



③ 合併浄化槽（浄化槽の仕組み） 
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（環境省のホームページより引用） 



③ 合併浄化槽（浄化槽の仕組み） 

11 

（環境省のホームページより引用） 



（3）今後の考えられる方向性について 
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Ａ案）現計画の推進（集合処理） 
 

Ｂ案）整備計画の見直し（個別処理への転換） 



（3）今後の考えられる方向性 
【東部･西部処理区】 

面積(ha) 整備率

全体計画 5,198 55%

事業計画 3,744 77%

整備済み 2,874 －

●宇部駅 

●宇部市役所 浜
田
川 

厚
東
川 
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東部浄化センター● 

西部浄化センター● 



（3）今後の考えられる方向性 

『考えられる方向性』 

 

A案『現計画を推進（集合処理）』 
  問題点1： 汚水の普及促進に対して時間を要する 

  問題点2： 維持管理する資産が増大 

  問題点3： 既存の開発団地は、合併浄化槽が普及 

 

B案『整備計画の見直し（個別処理への転換）』 
  問題点1： 計画縮小に伴う地域住民の理解 

  問題点2： 合併浄化槽の補助制度の見直し 
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（3）今後の考えられる方向性 
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○ 問題点１：汚水の普及促進に対して 

               時間を要する 
 

 ・事業認可面積 ⇒  ３，９２６．７ha 

 ・整備済 面積 ⇒  ３，０３７．２ha 

 ・未整備 面積 ⇒    ８８９．５ha 

 ・未整備の割合 ⇒     ２２．７％ 

 

 ※１ha当たりの整備費用 ＝ 約1,500万円 
 （８８９．５ha×1500万円＝約１３３億4,000万円） 

・A案）現計画を推進（集合処理） 



（3）今後の考えられる方向性 
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○ 問題点１：汚水の普及促進に対して 

               時間を要する 

 

 ・事業計画区域の 

   未整備残面積  ⇒  約１８０ha 

 ・総事業費（試算額）⇒  約３５億円 

 ・１年間の投資額  ⇒  約 １億円 

 

 ※ 整備期間 ⇒ 約３５年間 

・A案）現計画を推進（集合処理） 



（3）今後の考えられる方向性 
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○ 問題点２：維持管理する資産が増大       

 

 ・管渠の延長    ⇒ 約７４0 ㎞ 

 ・同一箇所の調査頻度⇒ 約30年に一度 

             ※ 重要な施設 

 ・管渠の調査業務  ⇒ 約４,１００万円 

             ※ 20～25㎞当たり 

 ※ 総調査費 ⇒ 約12億3,000万円 

・A案）現計画を推進（集合処理） 



（3）今後の考えられる方向性 
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○ 問題点３：既存の開発団地は、 

            合併浄化槽が普及 

・A案）現計画を推進（集合処理） 

（平成29年3月末現在） 



（3）今後の考えられる方向性 

 

B案『整備計画の見直し（個別処理への転換）』 
   

  問題点1： 計画縮小に伴う地域住民の理解 

   

  問題点2： 合併浄化槽の補助制度の見直し 

 

 

 

  合併浄化槽の補助制度と費用 
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○ 補助金交付の対象者 

   宇部市内の住宅に浄化槽を設置される方 

   ※ 新築住宅（建替えを含む）の浄化槽 

     ⇒ 補助対象外  

 

○ 補助金交付の対象区域 

   公共下水道事業計画区域を除く 

   農業集落排水事業計画区域を除く 

 

（3）今後の考えられる方向性 
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・合併浄化槽の補助制度 



（3）今後の考えられる方向性 
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○ 補助金の交付額 

 ・５人槽（延べ床面積１３０㎡以下の住宅） 

  ⇒ ３３２，０００円 

 ・７人槽（延べ床面積１３０㎡超えの住宅） 

  ⇒ ４１４，０００円 

 ・10人槽（２世帯住宅） 

  ⇒ ５４８，０００円 

   ※ 台所及び浴室がそれぞれ２箇所 

 

・合併浄化槽の補助制度 



（3）今後の考えられる方向性 
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・合併浄化槽の建設費用と維持管理費用 
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公共下水道 

合併浄化槽 

（3）今後の考えられる方向性 



○ 公共下水道と合併浄化槽の費用比較 
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・浄化槽補助制度なし（下水道事業計画区域 内） 

公共下水道の初期投資－合併浄化槽の初期投資＝１６６，２４０円 

 



○ 公共下水道と合併浄化槽の費用比較 
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・浄化槽補助制度あり（下水道事業計画区域 外） 
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GKS34
長方形

GKS34
タイプライターテキスト
memo
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GKS34
長方形

GKS34
タイプライターテキスト
memo
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